
日本語教師養成講座 初級演習1回め講義          

授業テーマ 初級技能指導  出席：１０名 欠：１名高橋 
リアル ５名 

大崎/城田/那須/大浦/中川 

授業日：令和２年 10 月 23 日(金) 午後 担当：平岡 佳梨加（ひらおか よりか） 

目的 日本語教育に携わる 

到達目標 日本語を外国人に教えられるようになる技能習得 

授業 

ポイント 

日本語を教えるとは 

日本語教師の役割 

授業計画と教案 

準備 PC、口角レンズ、プロジェクター、PPT、他 準備物  

時間 講義内容・活動 指導上の留意点 

1 コマ  

・スタート時にウオーミングアップ挿入 

 

・日本語を教えるとは 

・日本語教師の役割 

 

→前回の授業スタート 

との雰囲気の違いを受講

生は確認したようだ 

攻略ガイ P183~186、

P209~215 

2 コマ  

・授業計画 

・教案の流れ 
 

教案づくりの流れ 

３コマ  

本日の学びについての質疑応答や 

本日の学びについての感想、学べたこと 

→全員がよく話すようになってきた(野村さんも) 

 

 

・受講生へのポジティブ

な声かけのコメント→ 

３０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



初級技術
平岡 佳梨加
yorikahiraoka@gmail.com



日本 語教育関係 者

（異）文化 言語 学習 関連領域 人間

５つの領域



日本語を教える

国語教育と日本語教育の違い

すでに母語（第一言語）のある人が

第二、第三番目の言語として

日本語を学ぶ



日本語教師であるために

①心構え

②行動

準備

授業（初級・中級・上級・超上級）

授業を振り返る

③日本語教師として成長する



①心構え
A.日本語を取り巻く世界をどうみるか

・「学習者」とはだれか

・日本語に対する基本姿勢

・正しい日本語とは何か

・日本または世界について知っておきたいこと

・様々な文化や価値観を理解する能力



①心構え
B.日本語教師のコミュニケーション学

・自分とのコミュニケーション（社会的スキル）

・学習者とのコミュニケーション

・他の教師とのコミュニケーション

・教室をとりまく様々な人との

コミュニケーション



日本語教師の役割



学習者は、日本語をどうして学びたいのか。

１.聞く

２.話す

３.読む

４.書く

ことができるようになりたい！



学習者は、日本語を学んでどうしたいのか。

５.自分の気持ちや考えを伝えたい

６.日本での生活や文化を楽しみたい

７.日系企業で働きたい

８.日本の技術を習得し、国に帰り働きたい

９.豊かで、幸せな生活をおくりたい 家族



日本語教師



豊かで、幸せな生活をおくりたい！

日本の技術を習得し、国に

帰り働きたい

日系企業で働きたい

日本での生活や文化を楽しみたい

自分の気持ちや考えを伝えたい

教師は日本語教育を通じ学習者を支援する



②行動
A.準備をする

・コースをスタートする前

①学習者について知る

②コース全体を知る

③教科書、問題集を確認する

④教材・教具の準備

⑤授業を組み立てる→教案づくり



①学習者について知る



②コース全体を知る



③教科書、問題集を確認する



④教材・教具の準備
• 文字媒体

教科書・練習帳

生教材・加工教材・辞書類・図表(50音図表等）・文字カード

・視覚に訴えるもの

絵カード・写真・図表（地図等）

・聴覚に訴えるもの

音声テープ、ラジオ等番組、肉声

・視聴覚に訴えるもの

ユーチューブ、テレビ番組、映画、実演



⑤授業を組み立てる→教案づくり



授業計画

授業の流れ

🔶ウォーミングアップ→

復習→導入→練習→応用



A導入→B練習→C応用

A.主題の導入
B.練習・展開
C.仕上げ(再確認）



教案



授業で、ぜひ意識したいこと！

・時間コントロール

・教室コントロール

全員発声

個別発声

個人ワーク

ペアワーク

グループワーク

・教師のジェスチャー・表情・声の大きさ・視線・立つ場所

・学習者の多様性と変化に対応する

・教師に求められる柔軟性と懐の深さ

・父性そこに母性をプラス



自律学習

教師は２％の役割、
そして抱えこまない

学習者は、適切な道具(教材・教具）と

教師の適切な指示と助言さえあれば、98％は自分でできる！

ファシリテーターにもなれる教師



初級技術
平岡 佳梨加
yorikahiraoka@gmail.com


